
お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
四
万
五
千
五
百
八
十
二
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

代
表
白
浜
和
子
様
か
ら
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
２
０
１
１
春
の
ふ
れ
あ
い

歌
謡
シ
ョ
ー
」
に
お
け
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
を
地
域
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て

●
金
一
封　

桑
野
町　

西
谷
明
美
様
か
ら
ご
主

人
様
の
香
典
返
し
に
か
え
て
社
会

福
祉
事
業
運
営
基
金
に

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

登
録
保
健
師・看
護
師・管
理

栄
養
士・栄
養
士
の
募
集

　

４
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
保
健
事
業
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
保
健
師
等
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

応
募
方
法　
登
録
記
入
票
（
保
健
セ

ン
タ
ー
備
え
付
け
）
お
よ
び
免
許
証

の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録　
面
接
の
う
え
登
録
し
ま
す
。

※
業
務
内
容
は
面
接
時
に
説
明
し
、

実
施
に
応
じ
て
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
依

頼
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ 

平
成
23
年
度
バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付

　

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が
い

を
持
ち
、
一
層
の
社
会
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者
福
祉
特

定
回
数
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象　
市
内
在
住
の
満
70
歳
以

上
の
方
で
、
平
成
22
年
度
の
市
民
税

所
得
割
額
が
５
万
円
以
下
の
方
。

利
用
で
き
る
交
通
機
関　

徳
島
バ

ス
・
徳
島
バ
ス
阿
南
（
循
環
バ
ス
を

含
む
）
が
運
行
す
る
市
内
の
全
路
線

申
請
受
付
開
始
日　
３
月
22
日
㈫

申
請
方
法　
申
請
書
（
な
が
い
き
課

ま
た
は
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等

に
備
え
付
け
）
を
各
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
代
理

申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び
代
理

人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
申
請
時
に
は
平
成
22
年
度
分
の
残

券
等
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
の
交
付　
申
請
書
を
受
理
後
、

窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
各

支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等
で
受
け
付

け
し
た
分
は
、
後
日
郵
送
と
な
り
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
な
が
い
き
課
（
☎

22

−

８
０
６
４
）
へ

【
３
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

7
・
14
・
22
・
28
日

船
瀬
温
泉

　
近
代
日
本
の
ス
タ
ー
ト
は
、
２
６
０
年
余
り
続
い
た

徳
川
幕
府
が
倒
れ
、
１
８
６
７
年
（
慶
応
３
年
）
12

月
９
日
の
王
政
復
古
と
い
う
ク
ー
デ
タ
ー
断
行
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
カ
月
前
、
坂
本
龍

馬
（
33
歳
）、
中
岡
慎
太
郎
（
30
歳
）

は
、
非
業
の
死
を
遂
げ
ま
す
が
、
さ

ぞ
か
し
無
念
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
明
治
と
い
う
時
代
を
つ
く
り
出

し
た
幕
末
、
維
新
の
群
像
は
、
自
ら

の
〝
今
日
の
生
命
〟
を
賭
し
て
闘
っ

た
若
き
群
像
で
し
た
。

　
王
政
復
古
時
の
主
要
人
物
の
年
齢

を
列
挙
し
て
み
ま
す
。

　
明
治
天
皇
（
16
歳
）、
岩
倉
具
視

（
43
歳
）、
三
条
実
美
（
31
歳
）、
徳

川
慶
喜
（
31
歳
）、
勝
　
海
舟
（
45

歳
）、
島
津
久
光
（
51
歳
）、
山
内
容

堂
（
41
歳
）、
西
郷
隆
盛
（
41
歳
）、

大
久
保
利
通
（
38
歳
）、
木
戸
孝
允

（
35
歳
）、
山
県
有
朋
（
30
歳
）、
伊

藤
博
文
（
27
歳
）、福
沢
諭
吉
（
34
歳
）

等
々
…
。

　
時
代
と
い
う
の
は
人
材
を
用
意
し

ま
す
。
ま
さ
に
雲
の
ご
と
く
若
い
有

為
の
人
材
を
輩
出
し
、「
巨
大
な
建

設
」の
時
代
が
明
治
と
い
う
時
代
で
し
た
。「
富
国
強
兵
」

を
国
是
に
国
づ
く
り
が
始
ま
り
、
西
郷
、
大
久
保
、
木

戸
の
「
維
新
三
傑
」
亡
き
後
、「
富
国
開
明
主
義
」
は

伊
藤
博
文
→
大
隈
重
信
→
西
園
寺
公
望
→
原
　
敬
へ
と
。

「
強
兵
」
は
、
山
県
有
朋
→
松
方
正
義
→
桂
　
太
郎
→

寺
内
正
毅
へ
と
引
き
継
が
れ
、
国
際
社
会
の
一
員

と
し
て
通
用
す
る
国
へ
成
長
し
ま
す
。
出
自
の
異

な
る
若
者
た
ち
が
、
い
か
に
「
強
い
日
本
」
を
立

ち
上
げ
る
か
と
い
う
共
通
の
課
題
と
大
き
な
志
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
維
新
で
鍛
え
ら
れ
た
本
物
の

政
治
家
た
ち
の
胆
力
0

0

を
評
価
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　「
改
良
で
も
進
歩
で
も
建
設
で
も
な
い
、
明
治

は
破
壊
だ
。
旧
態
の
美
を
破
壊
し
て
一

夜
作
り
の
乱
雑
粗
悪
を
以
っ
て
此
れ
に

代
え
た
だ
け
の
事
だ
。」（
永
井
荷
風
）

の
よ
う
に
、
辛
辣
な
時
代
評
価
も
あ
り

ま
す
が
、
司
馬
遼
太
郎
は
「
明
治
と
い

う
の
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
不
思
議
で
大

き
く
て
い
ろ
ん
な
欠
点
が
あ
り
ま
し
た

が
、偉
大
で
し
た
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
国
で
は
、
推
計
で
約

13
万
人
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
調

べ
）
の
明

治
生
ま
れ

の
方
が
お

い
で
ま
す
。

「
降
る
雪

や
明
治
は

遠
く
な
り

に
け
り
」

（
草
田
男
）

と
い
う
有

名
な
句
が
あ
り
ま
す

が
、「
明
治
は
尊
く

な
り
に
け
り
」
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

−

明
治
と
い
う
時
代

−

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

－

市長通信

－

お元気ですか

　

木戸　孝允 大久保利通 西郷　隆盛

※
肖
像
画
は
国
立
国
会
図
書
館
よ
り
転
載
。
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合
併
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

本
市
は
平
成
18
年
３
月
20
日
の
合

併
以
降
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
な

歩
み
を
続
け
、
５
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
５
年
間
の
足そ
く

跡せ
き

を

振
り
返
り
な
が
ら
、
市
民
の
一
体
感

の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、

合
併
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

日
時　
３
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
30

分
開
式

場
所　
文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎

22

−

３
４
２
９
）
へ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

無
料
交
付
の
期
限
は
３
月
末
ま
で

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
発
行
時
の

無
料
交
付
期
限
は
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
４
月
１
日
か
ら
は
５

０
０
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。

発
行
場
所　
市
民
生
活
課

必
要
な
も
の　
▼
証
明
用
写
真
（
横

３
・
５
㌢
×
縦
４
・
５
㌢
）
▼
印
鑑

▼
運
転
免
許
証
及
び
保
険
証
等
の
２

点

※
写
真
の
付
い
て
な
い
証
明
書
の
場

合
は
、
即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

阿
南
校
受
講
生
募
集

　

豊
か
な
高
齢
期
を
創
造
で
き
る
よ

う
能
力
の
再
開
発
を
援
助
し
、
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
①
60
歳
以
上
（
昭
和
26

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方
②

学
習
意
欲
の
あ
る
方
③
卒
業
後
は
地

域
社
会
活
動
の
指
導
に
当
た
る
意
欲

が
あ
る
方

※
当
大
学
校
の
卒
業
生
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

募
集
定
員
（
予
定
）　

▼
歴
史
文
化

コ
ー
ス
（
25
人
）
▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ス

（
20
人
）

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

就
学
期
間
等　
６
月
上
旬
〜
翌
年
３

月
上
旬
予
定
。
阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館

で
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
学
習
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ー
ス
は

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
商
工
業
振

興
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
て
学
習
。

入
学
金
・
授
業
料　
入
学
金
は
無
料
。

授
業
料
は
年
間
５
０
０
０
円
を
入
学

時
に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
既

納
の
授
業
料
は
払
い
戻
し
し
ま
せ
ん
。

（
実
習
材
料
費
等
は
自
己
負
担
）

募
集
期
間　
３
月
中
旬
〜
４
月
中
旬

予
定

入
学
願
書
の
提
出
先　
〒
７
７
０

−

０
９
４
３　

徳
島
市
中
昭
和
町
１
丁

目
２
番
地　

㈶
と
く
し
ま
〝
あ
い
〟

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
へ
郵
送
ま
た
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有

効
）

※
入
学
案
内
・
願
書
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
な
が
い
き
課
、
市
内
住
民

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23

−

７
２
８
８
）
へ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
が

引
き
続
き
使
用
可
能
で
す

　

市
内
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
は
、

総
務
省
の
要
請
に
よ
り
、
デ
ジ
ア
ナ

変
換
の
暫
定
的
導
入
を
実
施
し
ま
す
。

デ
ジ
ア
ナ
変
換
と
は　
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
の
電
波
を
ア
ナ
ロ
グ

方
式
に
変
換
し
て
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
総
務

省
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
要
請
し

た
暫
定
的
な
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
も
、
放
送

期
間
内
は
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

が
引
き
続
き
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

放
送
期
間　
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終

了
ま
で
に
開
始
〜
平
成
27
年
３
月
末

日
に
終
了
予
定
で
す
。(

総
務
省
設

定
に
よ
る
暫
定
措
置
期
間) 

ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
標
準
画
質
、
画
面
上
下
左
右
に
黒

帯
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

◎
デ
ー
タ
放
送
、
Ｅ
Ｐ
Ｇ
、
音
声
５
・

１
ｃ
ｈ
、
字
幕
放
送
、
ダ
ビ
ン
グ
10

に
は
非
対
応
で
す
。

◎
デ
ジ
タ
ル
移
行
暫
定
措
置
の
た
め
、

放
送
終
了
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ

レ
ビ
へ
の
買
換
え
や
、
デ
ジ
タ
ル
チ

ュ
ー
ナ
ー
の
取
り
付
け
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

募
集
期
間　
３
月
４
日
㈮
〜
17
日
㈭

公
表
資
料　
阿
南
市
食
育
推
進
計
画

（
素
案
）

公
表
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

支
所
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
及
び
保
健

セ
ン
タ
ー
（
ひ
ま
わ
り
会
館
内
）

意
見
を
提
出
で
き
る
人　
①
市
内
に

在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方
②
市

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
方
③
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
方

提
出
方
法　
様
式
は
自
由
で
す
。
名

前
及
び
住
所
を
記
入
の
う
え
、
直
接

提
出
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

〒
７
７
４

−

０
０
３
０　

阿
南
市
富

岡
町
北
通
33
番
地
１　

阿
南
ひ
ま
わ

り
会
館
内
保
健
セ
ン
タ
ー

電
子
メ
ー
ル

hocenter@
city.anan.tokushim

a.jp

※
電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
受
け
付
け

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表　
提
出
さ
れ
た
意
見
は

名
前
、
住
所
等
の
個
人
情
報
を
除
き

そ
の
内
容
を
整
理
し
て
原
則
公
表
し

ま
す
。
な
お
、
意
見
等
に
つ
い
て
の

個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

阿
南
市
食
育
推
進
計
画（
素
案
）に
係
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
は　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

あ
な
ん
（
☎
０
１
２
０

−

０
８
８

−

３
７
７
）
ま
た
は
徳
島
県
南
メ
デ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
☎
０
１
２
０

−

８
１
６

−

４
７
８
）
ま
た
は
地
域
支

援
課
（
☎
22

−

７
４
０
４
）
へ

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
７
月
24
日
で
終
了
し
ま
す
。

地
デ
ジ
対
応
は
お
早
め
に
。

平成23年（2011年）3月1日〔第632号〕広報7



奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
総

務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
６

日
㈮

申
請
方
法　
市
所
定
の
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
。

①
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し

ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、
保
護
者

が
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方
。
②

修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が
推
薦

す
る
方
。
③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
。
④
他

の
奨
学
金
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
貸

与
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学
校

（
通
信
課
程
を
除
く
）
９
千
円
▼
高

等
専
門
学
校
（
４
・
５
年
生
）
２
万

円
▼
大
学
及
び
専
修
学
校
（
高
等
課

程
及
び
一
般
課
程
を
除
く
）
４
万
円

募
集
人
員　
▼
高
等
学
校
10
人
以
内

▼
大
学
（
高
専
４
・
５
年
生
）
及
び

専
修
学
校
５
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

−

３
２
９
９
）
へ

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の
加
入
届
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的
年

金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本

国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
や
が
て
訪
れ
る
老
後
や
、

生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な
「
万

が
一
」
の
事
態
に
備
え
、
保
険
料
を

出
し
合
い
、
お
互
い
支
え
合
う
制
度

で
す
。

　

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
年
金

の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
退

職
し
た
と
き
、
住
所
や
氏
名
が
変
わ

っ
た
と
き
な
ど
、
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
14
日
以
内
に
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き･

や
め
る
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
と
な
る
方
な
ど
を
除

い
て
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
は
す

べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

◎
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
り
、

加
入
し
た
場
合

◎
住
所
や
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ
っ

た
場
合

◎
出
生
、
死
亡

◎
生
活
保
護
の
開
始
、
廃
止

◎
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

■
14
日
以
内
に
届
け
出
を

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
税
は
加
入
の
届
け
出
を
し
た
月
か

ら
で
は
な
く
、
資
格
を
得
た
月
ま
で

遡
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方
と
、
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

①
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の

加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ
る
方
。

②
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未
満

の
方
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

〜
移
動
オ
フ
ィ
ス
in
阿
南
市
〜

　

今
回
は
、
地
域
福
祉
の
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
県
下
の
団
体
の
活
動
事

例
を
参
考
に
、
住
民
の
積
極
的
な
参

加
に
よ
る
今
後
の
地
域
福
祉
の
推
進

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
参
加
希
望
の

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時 

３
月
５
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

場
所　
市
民
会
館
３
階　

大
会
議
室

内
容　
地
域
福
祉
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
（
講
師
：
四
国
大
学
短
期
大

学
部
教
授　

日
開
野　

博
さ
ん
）、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
な
ど
。

申
込
締
切
日　
３
月
４
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
と
く
し

ま
県
民
活
動
プ
ラ
ザ
（
☎
０
８
８

−

６
６
４

−

８
２
１
１
）
ま
た
は
地
域

支
援
課
（
☎
22

−

７
４
０
４
）
へ

　身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちの方で、次
のような障がいのある方や介護保険の被保険者証の要介護
状態が「要介護５」の方は「郵便による不在者投票」がで
きます。ただし、あらかじめ選挙管理委員会に申請が必要
です。
申請に必要なもの　印鑑、次のいずれかに該当する手帳等

（身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険被保険者証）

身
体
障
害
者
手
帳

障　害　名
障がいの程度

1 級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機能の
障害

○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
う胱、直腸、小腸機能障害

○ — ○

免疫機能障害 ○ ○ ○

肝臓機能障害 ○ ○ ○

◎戦傷病者手帳をお持ちの方（特別項症〜第３項症）
◎要介護状態区分が要介護５に該当する方

問い合わせは　選挙管理委員会事務局（☎22−3791）へ

郵便による不在者投票
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『
水
道
の
届
け
出
』に
つ
い
て

　

３
月
、
４
月
は
転
入
及
び
転
出
が

多
い
時
期
で
す
。
お
早
め
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
栓
手
続
き　
転
入
に
よ
り
、
新

し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き
。

▼
閉
栓
手
続
き　
転
出
に
よ
り
、
水

道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き
ま
た
は
、

長
い
間
水
道
を
お
使
い
に
な
ら
な
い

と
き
。

▼
両
方
の
手
続
き　
市
内
で
転
居
さ

れ
た
と
き
。

▼
変
更
手
続
き　
水
道
使
用
者
の
氏

名
ま
た
は
、
住
所
な
ど
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
。

※
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き

は
市
内
の
金
融
機
関
で
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

プ ロ グ ラ ム 名 対　　　象 開　設　日　時 場　　　所 活動費（月額）

ス
ク
ー
ル
タ
イ
プ
（
専
門
の
指
導
者
の
指
導)

ヨ ー ガ 体 操 どなたでも
毎週土曜日

15:00〜17:00
那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

2,000円

ジュニアソフトテニス
＊新規会員は募集しません

（継続者のみ）
小・中学生

毎週１回
月・水・金曜日のいずれか

19:00〜21:00

那賀川中学校テニスコート
及び体育館

500円

ソフトエアロビクス 一般男女
月曜日

20:00〜21:00
那賀川公民館平島分館

６カ月
10,000円

ダイエットエクササイズ どなたでも
毎週月曜日

10:30〜12:00
那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

2,000円

空 手 道
小学１年〜
一般男女

毎週木曜日
19:30〜21:00

那賀川公民館平島分館 2,000円

ＨＡＴＨＡ (ハタ）ヨガ 一般男女
月曜日

18:30〜19:45
那賀川公民館平島分館

６カ月
10,000円

ハワイアンダンス（フラ） どなたでも
毎月第１・第３土曜日

13:30〜14:30
那賀川スポーツセンター
第１会議室

1,000円

サ
ー
ク
ル
タ
イ
プ

（
自
由
に
仲
間
と
活
動
）

バ ド ミ ン ト ン どなたでも
毎週金曜日

19:30〜21:50
那賀川スポーツセンター
メインアリーナ

500円

ジュニアバドミントン 小学生男女
毎週金曜日

20:00〜21:00
那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

500円

卓 球 どなたでも

Ａコース　毎週火曜日
19:30〜21:50

Ｂコース　毎週土曜日
18:00〜21:50

那賀川スポーツセンター
サブアリーナ

500円

初心者ソフトバレー 一般男女
毎週月曜日

19:30〜21:50
那賀川スポーツセンター 500円

申込み・問い合わせは
那賀川スポーツセンター（☎42−0390）へ
※午前10時〜午後５時　水曜日は休館日
（水曜日が祝日の場合は翌日が休み）

■入会金 （円）
区　　　分 １歳以上 小・中学生 高校生 大　人 65歳以上

新
規

個　　　人 1,100 2,100 3,600 4,100 3,300

グループ・
ファミリー 600 1,600 3,100 3,600 2,800

継　　　続 600 1,100 2,600 3,100 2,300

総合型地域スポーツクラブ　−Ｒｅｘ	な	か	が	わ−
平成23年度 会員募集のご案内
活動期間　４月１日〜平成24年３月31日
申込期間　３月７日㈪から随時受付
申込方法　申込用紙（那賀川スポーツセンター備え付け）にてお申し込みください。

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か

る
イ
ベ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
等
も
年
間
数
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

３月　献 血 実 施 一 覧
実施日 採血場所 所在地 採血時間

17日㈭ 阿南アピカ 西路見町
10：15〜12：30

14：00〜16：30

29日㈫ 阿南市役所 富 岡 町   9：30〜16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター
　　　　　　　（☎088−631−3200）へ
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４
月
１
日
か
ら
妊
婦
一
般
健
康
診

査
の
検
診
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
一
般
健
康

診
査
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

−

１
抗
体
検
査
と

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、「
妊
婦
一
般
健
康
診

査
受
診
票
」
が
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
ピ

ン
ク
色
に
変
わ
り
ま
す
。
現
在
妊
娠

中
で
、
阿
南
市
に
妊
娠
届
を
出
さ
れ

た
方
に
は
、
新
し
い
受
診
票
（
ピ
ン

ク
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ

色
の
受
診
票
の
使
用
は
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

４
月
１
日
か
ら
乳
児
一
般
健
康
診

査
受
診
票
を
妊
娠
届
出
時
に
交
付

　

生
後
１
年
ま
で
に
医
療
機
関
で
乳

児
健
診
が
受
け
ら
れ
る
『
乳
児
一
般

健
康
診
査
受
診
票
』
は
、
従
来
、
出

生
後
に
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
４

月
１
日
か
ら
、
妊
娠
届
出
時
に
交
付

し
ま
す
。
現
在
妊
娠
中
で
、
阿
南
市

に
妊
娠
届
を
出
さ
れ
た
方
に
は
、「
乳

児
一
般
健
康
診
査
受
診
票
」
を
２
枚

郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

勤労女性センターからのお知らせ
●平成23年度教養講座受講生募集のご案内

受　講　料　年間1,000円　※教材費、実習費等が別途必要です。
申込締切日　３月18日㈮
※参加者多数の場合は抽選になります。

教室名 講　師 開　講　日 定員（人） 内　　　　容　　　　等

コーラス 筒井　長幸
毎月第２・４日曜日

14:00 〜 15:30
50 市内在住の女性ならどなたでも参加いただけます。

編 み 物 斎藤　千恵
毎月第２・４金曜日

9:00 〜 12:00
20

初心者の方も手作りのセーターなどに挑戦してみ
ませんか。

茶 道
（裏千家）

内村　宗豊
（泰子）

毎月第２・４水曜日
13:30 〜 16:00

10
一椀の茶で心静かなひとときを。
初心者の方も気軽に始めてみませんか。毎月第２・４土曜日

9:00 〜 12:00
10

三 味 線 佐野　接子
毎月３回（月曜日）

19:00 〜 21:30
10

初心者の方、挑戦してみませんか。
お子様歓迎いたします。

草木染め 岡本多恵子
毎月第４月曜日

9:30 〜 12:00
（12 月は休み）

10
草木や藍で自然の色を染め、座布団やクッション、
スカーフ、バックを作りましょう。（初心者）

いけばな
（華道）

米田　久甫
（久子）

毎月第１水曜日
13:00 〜 16:30

10
四季の花を楽しく生ける体験をしてみませんか。
お子様または親子ペアも歓迎します。毎月第３木曜日

18:00 〜 21:30
10

●草木染め教室（教養講座）の作品展…２階図書室
　日　時　３月13日㈰　10:00〜15:00
　内　容　草木染めで染めたスカーフ、小物など１年間のいろいろな作品を展示します。
　　　　　草木染めの体験ができます。

●健康講座のご案内…２階料理講習室
　日　時　３月16日㈬　9:30〜13:00　 募集人数　30人（申込順）
　内　容　生活習慣病予防のヘルシーバランス食　 受 講 料　500 円（材料代）
　　　　　講話と調理実習（血圧測定を予定しています）　 持 参 物　筆記用具・エプロン・三角巾
　講　師　保健センター管理栄養士　 申込締切　３月５日㈯正午まで

申込み・問い合わせは　勤労女性センター（☎・FAX 44−5611）へ
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木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

耐
震
診
断
は
お
済
み
で
す
か

　

阿
南
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
市
の
「
耐
震
化
促
進

訪
問
員
」
が
、
耐
震
改
修
と
耐
震
診

断
の
説
明
の
た
め
戸
別
訪
問
し
ま
す
。

耐
震
化
促
進
訪
問
員
は「
訪
問
員
証
」

を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確
か

め
の
う
え
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
お
受
け
く
だ
さ
い

　

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
住
宅
が

対
象
で
す
。
①
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
も
の
②
従
来
軸
組

構
法
や
伝
統
構
法
で
建
築
さ
れ
た
も

の
③
地
上
３
階
建
て
ま
で
の
も
の
④

現
在
も
居
住
し
て
い
る
も
の

※
診
断
費
用
に
か
か
る
自
己
負
担
額

は
３
０
０
０
円
で
す
。

■
補
助
金
を
も
ら
え
る
耐
震
改
修
工
事

　

耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、「
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
（
評
点
０
・

７
未
満
）」
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を

「
一
応
倒
壊
し
な
い
（
評
点
１
・
０
以

上
）」
に
改
修
す
る
工
事
が
対
象
で
す
。

　

ま
た
「
耐
震
改
修
工
事
と
同
時
に

附
帯
し
て
行
な
う
一
連
の
工
事
（
促

進
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
）」
に
も
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
込
方
法
等
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
建
築
課
（
☎

22
−

３
４
３
１
）
へ

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）

で
は
、
放
課
後
に
保
護
者
が
家
庭
に

い
な
い
小
学
生
を
集
団
で
預
か
る
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
、
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
指
導
員
の
登
録
を
行

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま

れ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

指
導
員
の
業
務
内
容

・
子
ど
も
と
遊
ぶ

・
自
主
学
習
の
手
伝
い

・
運
営
に
関
す
る
事
務
等
手
伝
い

・
清
掃
等
の
施
設
の
維
持
管
理

応
募
資
格

・
保
育
士
や
教
諭
な
ど
の
資
格
を
お

持
ち
の
方

・
書
道
、
華
道
、
茶
道
な
ど
子
ど
も

た
ち
に
指
導
で
き
る
技
能
が
あ
る
方

・
パ
ソ
コ
ン
等
の
事
務
経
理
に
関
す

る
技
能
が
あ
る
方

応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
こ
ど
も
課

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
随
時
、
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

−

１
５
９
３
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

189件（  189）
1人（    1）

44人（   44）

救 急 件 数
搬送人員

258件（  258）
247人（  247）

火 災 件 数
損 害 額

8件（    8）
3,155千円（3,155千円）

●阿南署管内平成23年１月分合計　(　)内は１月からの累計

住　宅　用
火災警報器

設置期限　平成23年５月31日

設
置
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

設置しなければならない
対象住宅等
・戸建て住宅
・店舗併用住宅
・共同住宅等
設置しなければならない
場所
・全ての寝室（煙式）
・２階に寝室がある場合、

階段上部（煙式）
・台所（推奨します。煙

式または熱式）

問い合わせは
消防本部予防課

（☎22−3799）へ
警報器

子
ど
も
の
携
帯
電
話
に
は
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
！

　

子
ど
も
を
携
帯
電
話
か
ら
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
害
な
サ
イ
ト
に
よ

る
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
子
ど
も

の
携
帯
電
話
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

機
能
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

環境と
くらし

シリーズ

〈№ 11〉

我
が
家
で
で
き
る
省
エ
ネ
を
紹
介

エ
ア
コ
ン　
夏
は
室
温
を
28
度
、
冬

は
20
度
で
使
用
時
間
は
短
め
に
。

ガ
ス
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　
室
温
は

20
度
、
必
要
な
時
だ
け
使
用
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト　
最
低
限
の
広
さ

と
温
度
で
。

電
気
コ
タ
ツ　
布
団
は
厚
く
、
温
度

は
低
く
。

照
明
器
具　
省
エ
ネ
型
に
取
替
え
、

点
灯
時
間
を
短
く
。

テ
レ
ビ　
長
時
間
の
使
用
は
要
注
意
。

パ
ソ
コ
ン　
使
用
時
の
み
Ｏ
Ｎ
。

電
気
冷
蔵
庫　
詰
め
込
ま
ず
、
開
閉

を
減
ら
し
て
。

ガ
ス
給
湯
器　
目
的
に
合
わ
せ
て
設

定
温
度
を
変
更
。

電
子
レ
ン
ジ　
下
ご
し
ら
え
に
利
用
。

電
気
ポ
ッ
ト　
長
時
間
の
保
温
は
大

敵
。

風
呂
給
湯
器　
続
け
て
入
り
、
シ
ャ

ワ
ー
は
必
要
な
時
だ
け
。

温
水
洗
浄
便
座　
フ
タ
を
閉
め
、
こ

ま
め
に
温
度
調
節
を
。

洗
濯
機　
ま
と
め
て
回
数
を
少
な
く
。

掃
除
機　
部
屋
の
整
理
整
頓
と
ゴ
ミ

パ
ッ
ク
交
換
が
ポ
イ
ン
ト
。

自
動
車　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
燃
費
と

マ
ナ
ー
を
考
え
て
。

省
エ
ネ
で
節
約
し
ま
し
ょ
う

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
省
エ
ネ
に

つ
な
が
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効

率
的
に
使
っ
て
、
か
し
こ
く
シ
ン
プ

ル
な
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−

３
４
１
３
）
へ

はじめよう
省エネライフ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
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